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資料２



く ろま ぐ ろ（ 小型魚） 及びく ろま ぐ ろ（ 大型魚） に関する 令和８ 管理年度（ 令和８ 年４ 月

１ 日から 令和９ 年３ 月 31 日ま での期間をいう 。） における 漁業法第 16 条第１ 項に掲げる 知

事管理漁獲可能量を次のと おり 定めたので、 同条第４ 項の規定に基づき 公表する 。  

令和８ 年 月 日 

                             神奈川県知事 黒岩祐治 

 

第一 く ろま ぐ ろ（ 小型魚）  

 １  都道府県別漁獲可能量について本県に定めら れた数量 

   56. 7 ト ン 

２  知事管理区分に配分する 数量等 

 都道府県別漁獲可能量について本県に定めら れた数量のう ち 4. 8 ト ンを留保と し 、 残

り を 次の通り 知事管理区分に配分する 。  

 

第二 く ろま ぐ ろ（ 大型魚）  

１  都道府県別漁獲可能量について本県に定めら れた数量 

   36. 0 ト ン 

２  知事管理区分に配分する 数量 

 都道府県別漁獲可能量について本県に定めら れた数量のう ち 3. 0 ト ンを留保と し 、 残

り を 次の通り 知事管理区分に配分する 。  

 

 

知事管理区分 配分する 数量 

神奈川県く ろま ぐ ろ（ 小型魚） 漁船漁業（ ４ 月から ６ 月ま で）  1. 0 ト ン 

神奈川県く ろま ぐ ろ（ 小型魚） 漁船漁業（ ７ 月から ９ 月ま で）  1. 2 ト ン 

神奈川県く ろま ぐ ろ（ 小型魚） 漁船漁業（ 10 月から 12 月ま で）  6. 8 ト ン 

神奈川県く ろま ぐ ろ（ 小型魚） 漁船漁業（ １ 月から ３ 月ま で）  6. 3 ト ン 

神奈川県く ろま ぐ ろ（ 小型魚） 定置漁業（ ４ 月から ６ 月ま で）  13. 3 ト ン 

神奈川県く ろま ぐ ろ（ 小型魚） 定置漁業（ ７ 月から ９ 月ま で）  0. 0 ト ン 

神奈川県く ろま ぐ ろ（ 小型魚） 定置漁業（ 10 月から 12 月ま で）  16. 9 ト ン 

神奈川県く ろま ぐ ろ（ 小型魚） 定置漁業（ １ 月から ３ 月ま で）  6. 4 ト ン 

知事管理区分 配分する 数量 

神奈川県く ろま ぐ ろ（ 大型魚） 漁船漁業 25. 1 ト ン 

神奈川県く ろま ぐ ろ（ 大型魚） 定置漁業  7. 9 ト ン 
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令和８ 管理年度におけるく ろまぐろ神奈川県知事管理漁獲可能量の 

漁業種類別および期間別の配分について 

  

１． 小型魚 

変更後の漁獲可能量 56. 7 ト ン（ 当初配分量 47. 7 ト ン、 追加配分量9. 0 ト ン）  

 

 配分方法 

  漁業種類ご と の 令和 7 管理年度の当初割当量の 10％を 上限と し て 、 未利用分を 当該

漁業種類へ優先的に 割当て る 。 （ 番号１ ～５ 、 ７ ）  

※令和 7 管理年度は未利用分無し 。  

  上記の優先的な 割当て を 実施し た 残り について は、 令和 8 管理年度の当初割当量の

比率によ り 、 漁船漁業等と 定置漁業に按分 （ 番号８ ～11）  

  そ れぞれの漁業種類におけ る 期間別の割当て に ついて は、 令和 8 管理年度の当初割

当量のう ち 第２ 四半期～第４ 四半期におけ る 漁業種類ご と の 比率に応じ て 按分（ 番

号 13～16）  

　 　 　 　   令和７ 管理年度未利用分の令和８ 管理年度への繰越し ( t )

番号 漁船漁業 定置漁業

1 令和７ 管理年度当初割当量･･･① 13. 0 29. 9

2 令和７ 管理年度当初割当量の10％( 繰越し 上限) ･･･② 1. 3 2. 9

3 令和７ 管理年度における 採捕量合計･･･③ 19. 5 43. 9

4 当初割当量に対する 未利用分･･･①-③ 0 0

5 令和８ 管理年度への繰越し ･･･④=①-③ なし なし

漁船漁業 定置漁業

6 小型魚の追加割当量( ｔ ) ･･･⑤

7 令和８ 管理年度への繰越し ＝④ なし なし

8 両漁業種類で按分する 割当量( ｔ ) ･･･⑥＝⑤－④

9 令和８ 管理年度の当初割当量( t、 留保枠4. 8t除く ) 12. 6 30. 3

10 令和８ 管理年度の当初割当量の比率( %) ･･･⑦ 29. 4% 70. 6%

11 両漁業種類で按分･･･⑥を⑦の比率で按分＝⑧ 2. 7 6. 3

12 漁業種類別の追加割当量( t ) ･･･⑨＝④＋⑧ 2. 7 6. 3

13 R8年4～6月追加分（ 配分なし ） 0. 0 0. 0

14 R8年7～9月追加分（ ⑨を第２ ～４ 四半期の比率で按分） 0. 2 1. 6

15 R8年10～12月追加分（ 〃） 1. 3 3. 4

16 R9年1～3月追加分（ 〃） 1. 2 1. 3

令和８ 管理年度における 追加割当ての計算

9. 0

9. 0

翌管理年度へ

優先的に割当

 

なお、定置漁業における第1 四半期では漁獲量が 9.1 トン超過したため、県資源管理方針の規定

に従い超過分を第 2 四半期と第 3 四半期から差し引く。 

4



 

令和 8 管理年度くろまぐろ小型魚の漁獲可能量 

知事管理区分（小型魚） 変更前 変更後 増減量 

漁船漁業 第 1 四半期 1.0 1.0 0 

第 2 四半期 1.0 1.2 +0.2 

第 3 四半期 5.5 6.8 +1.3 

第 4 四半期 5.1 6.3 +1.2 

定置漁業 第 1 四半期 4.2 13.3 +9.1 

第 2 四半期 6.8 0.0 -6.8 

第 3 四半期 14.2 16.9 +2.7 

第 4 四半期 5.1 6.4 +1.3 

留保枠 4.8 4.8 0 

合計 47.7 56.7 9.0 

 

※参考 小型魚の当初配分における漁業種類別の分配の考え方 

 漁業種類、 漁期ごと の漁獲可能量と も に、 直近 10 年間の漁獲実績に応じて配分。 ただし 、 漁期

ごと の漁獲可能量は、 直近の漁獲状況に応じ て一部調整。  

 

２．大型魚 

変更後の漁獲可能量 36. 0 ト ン（ 当初配分量 28. 6 ト ン、 追加配分量7. 4 ト ン）  

 

 配分方法 

  追加配分については小型魚と 同様に、 留保枠には分配せず、 当初配分の比率に応じて分配する。  

番号 漁船漁業 定置漁業

1 大型魚の追加割り 当て量( t ) ・ ・ ・ ①

2 令和８ 管理年度における 当初割当量（ t 、 留保枠除く ） ・ ・ ・ ② 19. 5 6. 1

3 令和８ 管理年度における 当初割当量の比率 ・ ・ ・ ③ 76. 2% 23. 8%

4 両漁業種類で按分 =①×③ 5. 6 1. 8

7. 4

 
 

 

変更後の令和８管理年度くろまぐろ大型魚の漁獲可能量 

知事管理区分（大型魚） 変更前 変更後 増減量 

漁船漁業 19.5 25.1 +5.6 

定置漁業 6.1 7.9 +1.8 

留保枠 3.0 3.0 0 

合計 28.6 36.0 +7.4 

 

※参考 大型魚の当初配分における漁業種類別の分配の考え方 

１ ．  こ れまでの大型魚の漁獲実績は、 漁船漁業、 定置漁業と も に漁獲抑制がかかった上での実績

であるこ と を考慮し て、 直近３ 年間の最大実績値を基準に配分数量を算定。  

２ ．  漁船漁業、 定置漁業と も に、 R３ ～５ 年度における最大実績値を配分する。  

３ ．  各漁業種類の最大実績値を配分し た後の残余分は、 直近５ 年間の最大実績値の比率に応じて

按分する。  
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